
（別紙様式１） 

平成２５年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書 

 学校名 高山市立南小学校 

実 施 期 間 平成２５年１０月２０日（日） 

実 施 概 要 

 

① 家族参観（積み上げタイム、朝の会、１時間目の授業）  
② 学校で落語を楽しもう  
③ 南地区ふれあい文化祭芸能発表会出場  
④ 南地区ふれあい文化祭作品展示会、体験活動参加 

実 施 内 容 

 

学習・取組の分野 

 □自然   □歴史   ■文化   □産業   ■その他  

公開の方法 

 ■授業公開 □成果発表 □交流活動 ■講演会等 

 ■地域行事等参加 □その他 

来 校 者 数 

 

保 護 者          ５００  人  

 計           ６５０  人 地域関係者          １５０  人 

実 施 状 況 

 

 

「教育公開日」として位置づけ、南地区社会教育運営委員会と連携を図り、保護

者や地区の住民に参観を呼びかけた。保護者と子どもが親子で登校し、朝の積み上

げタイムから朝の会、第１校時の授業参観、第２～３校時は、育友会の教養委員会

主催による「学校で落語を楽しもう」を開催した。同じ話を聞くにしても想像力を

膨らませることで感じ方が豊かになることや、命の大切さや学校の仲間を一人の人

間として接することの大切さについて、実体験をもとにわかりやすくお話いただけ

た。午後は、南地区社教主催の「ふれあい文化祭」に参加。４年生の合唱発表や児

童の作品展で協力した。 

 

成果及び課題 

 

 

 

 

 

 

 

○ 積み上げタイム、朝の会、１時間目の授業から学校の取り組みを理解していた

だいた。 

１．積み上げタイム 

・「子どもたちが集中して学習に取り組んでいる姿に、びっくりしました。」

（保護者） 

２．授業 

・「先生のきめ細やかな教え方に安心しました。真剣な学習ぶりに感心しまし

た。」 

（保護者） 

○ 育友会主催の「学校で落語を楽しもう」は、好評であった。 

  感想 ・「想像力を膨らせて話を聞くことで、その情景が頭の中に浮かんでくる

ことを実感できました。また、石崎先生の学級の子どもの話には思わず、

涙がこぼれました。」（保護者） 

・「学級の仲間のことを思いやって生活していこうと思いました。」（児童） 

・「目の前で、本物の落語が聞けて、楽しかったです。」（児童） 

○ 南ふれあい文化祭は児童活動の発表の場として、意義あるものになった。 

  ・４年生合唱・太鼓クラブの発表、絵画・版画・書写等作品を展示。 

   地域のみなさんの芸能公演や作品展示、また福祉体験などがあり、児童た

ちにとって、大切な一日となった。 



 


